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出席管理オプション

FY25バージョンアップ

• 画像はイメージです。実際の画面やマニュアルとは異なる場合がございます。

• バージョンアップ項目によっては既にリリースされている環境もございます。
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<システム管理者、学部システム管理者>

出席カード情報の一括操作（管理者による代理登録）（１）

◆概要

manaba のシステム管理者画面（コース管理）に「出席情報管理」メニューを新設します。

専用のExcelファイルをダウンロード・編集してアップロードすることで、複数のカード情報を一括で

更新・登録できるようになります。

【対象項目】 出席成績の対象 / 実施日 / 時限 / 受付開始日時 / 受付終了日時 / タイトル

◆背景（現状の課題）

● 代理登録の負担：教員に代わって職員が事前に出席カードを設定する運用において、カードを1

つずつ作成・設定する作業に時間を要しています。

● 事前設定の必要性：教室にPCを持ち込まない教員の授業では、事前に受付時間を設定してお

く必要があるが、現状の手作業では非効率となっています。

◆期待される効果（システム・機能）

Excelでの一括取込により、複数の出席カード設定を短時間で完結できるようになります。

◆ベネフィット（価値、利益）

● カード設定作業の省力化：授業準備期間における職員の負荷を大幅に軽減できます。

● 柔軟な運用サポート：PCを利用しない教員の授業スタイルに対しても、組織側で効率的なバッ

クアップ体制を構築できます。
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<システム管理者、学部システム管理者>

出席カード情報の一括操作（管理者による代理登録）（１）

◆変更点

● manaba 側から指定したカードの情報をダウンロードできるようになります。

● manaba 側から指定したカードの情報を編集できるようになります。（複数のコースを横断し

て、複数のカード情報を編集可能）

● 編集したファイルをアップロードすることで、複数のカード情報を一括で更新・登録できるよう

になります。
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<システム管理者、学部システム管理者>

出欠情報等の一括操作（１）

◆概要

manaba のシステム管理者画面（コース管理）に「出席情報管理」メニューを新設します。

「出席状況ダウンロード」から特定のユーザーやコースで検索・抽出したファイルを編集してアップロー

ドすることで、指定した学生の「出欠」及び「メモ」を一括変更できるようになります。

◆背景（現状の課題）

● 公欠管理の分散：忌引きや就職活動等による「公欠」の判断・管理を職員が一括して行う場合、

現状はコースを横断して一括登録できません。

● 登録作業の手間：事務方が公欠情報を登録するために、対象学生が履修している各コースの各

コマを個別に開き、手作業で修正しなければなりません。

◆期待される効果（システム・機能）

● コースを跨いだ一括更新が可能になり、特定の学生の複数コースにわたる公欠を一括で「出席

扱い」等へ振り替えられるようになります。

◆ベネフィット（価値、利益）

● 公欠登録業務の省力化：職員の作業工数を削減し、入力漏れやミスのリスクを低減できます。

● 組織的な運用体制の強化：教員に負担をかけることなく、学校組織として一元的な出欠管理を

スムーズに行えるようになります。
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<システム管理者、学部システム管理者>

出欠情報等の一括操作（２）

◆変更点

● manaba 側から指定したカードの情報（ユーザの出欠やメモも含むもの）をダウンロードでき

るようになります。

● manaba 側から指定したカードのユーザの出欠やメモを編集できるようになります。

● 編集したファイルをアップロードすることで、指定した学生の「出欠ステータス」及び「メモ」を一

括変更できるようになります。
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<システム管理者、学部システム管理者>

出席に関する統計情報の軽微な修正
◆変更点

1. 以下のメニューで、「実施日」を指定して、出席に関する情報をダウンロード可能になります。

＜対象メニュー＞

○ 841 ユーザ別出席状況ダウンロード(Excel)及び8411(CSV)

○ 842 コース別利用状況ダウンロード(Excel)及び8421(CSV)

○ 843 出席データ一覧ダウンロード(Excel)及び8431(CSV)

2. 以下のメニューで、Excelに出力される項目が拡充されます。

＜対象メニュー＞

○ 843 出席データ一覧ダウンロード(Excel)

<追加される項目＞

○ 出席成績の対象であるか否か

○ 実施日

○ 時限
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<学部システム管理者>

履修登録なしでのコース操作（１）

◆概要

学部システム管理者が特定のコースを操作する場合、管理する組織のコースであれば、担当教員とし

て履修登録することなく操作できるようになります。

◆背景（現状の課題）

運用の手間：教員から問い合わせがあった際、管理者が内容を確認するためには、その都度管理者を

担当教員として履修登録する必要があります。

◆期待される効果（システム・機能）

事前準備の手間なく、教員と同一の画面へ即座にアクセス可能となります。

◆ベネフィット（価値、利益）

● 運用コストの削減：アカウント管理の付随作業が撤廃され、管理業務が効率化されます。

● サポート精度の向上：コース画面を迅速に確認できるため、教員への回答リードタイムが短縮さ

れます。
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<学部システム管理者>

履修登録なしでのコース操作（２）

◆変更点

● 管理する組織のコースであれば、システム管理者画面＞コース検索＞コーストップの「出
席」から出席管理システムに遷移できるようになります。

※本バージョンアップに伴い、今後、学部システム管理者は、出席管理システムのコース一覧画
面にアクセスすることができなくなります。これまで同システム内のコース一覧画面を経由して
各コースにアクセスされていた方は上記の操作手順にて該当のコースにアクセスしていただく
ことになりますので、ご留意ください。

● 担当教員と同様の挙動（カード発行やダウンロード）が可能になります。
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<教員>

コースのカード情報を一括で操作できるようにする

◆概要

出席管理オプションの「カード一覧」画面に、新しく「一括編集」メニューを新設します。

対象コースのカード情報をExcel形式でダウンロード・編集してアップロードすることで、一括で情報

を更新できるようになります。

【対象項目】 実施日 / 時限 / 出席成績の対象 / 受付開始日時 / 受付終了日時 / タイトル

◆背景（現状の課題）

● 事前設定の負担：教室にPCを持ち込まない教員の場合、事前にカードを発行し受付時間を設

定しておく必要があります。これまではカードを1つずつ追加・設定を繰り返す必要があり、予め

学期全体の準備を整えたい教員にとってお手間となっておりました。

◆期待される効果（システム・機能）

● 学期中の全授業の出席設定を、Excel上でまとめて編集・登録できるようになります。

● 1コマずつ画面を開く手間が解消され、授業準備の円滑化を図ることができます。

◆ベネフィット（価値、利益）

● 教員の業務負担の軽減：出席カードの準備時間を短縮し、授業そのものの準備や、学生との時

間に集中できます。



© Asahi Net, Inc. All Rights Reserved.   11 

<教員>

コースのカード情報を一括で操作できるようにする

◆変更点

● 出席システムの各コースのカード一覧画面に新しくカード情報を編集できるメニューを新設しま

す。対象コースのカード情報をExcel形式でダウンロード・編集してアップロードすることで、一

括で情報を更新できるようになります。


